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(57)【要約】
【課題】外壁，ベランダ，バルコニー，屋上等の建物の
様々な場所や斜面上に、基礎工事を必要とせず簡便且つ
安定に設置可能なパネル付栽培容器、及び、該パネル付
栽培容器を用いた建物の緑化方法を提供する。
【解決手段】上部が開口した略直方体状のプランター部
１０と、蔓植物６０を這わせる基礎パネル２０とを具え
、基礎パネル２０の両側端付近から下方に延出された下
延部２１，２１が、プランター部１０の相互対向する２
側壁１０ｃ，１０ｃに角度調節可能に連結されたパネル
付栽培容器１である。基礎パネル２０の上端部には、１
枚の若しくは相互連結された２枚以上の、平らな又は湾
曲した延長パネル３０が連結されていても良い。パネル
付栽培容器１は、所望の位置に載置するのみで基礎工事
を必要とせず簡便に設置でき、プランター部１０に栽培
用土６１を入れ、蔓植物６０を植栽すると、簡便に建物
の緑化が計れる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部が開口した略直方体状のプランター部と、蔓植物を這わせる基礎パネルとを具え、
　基礎パネルの両側端付近から下方に延出された下延部が、プランター部の相互対向する
２側壁に角度調節可能に連結されてなることを特徴とするパネル付栽培容器。
【請求項２】
　下延部が、その下端付近を前記側壁に回動自在に軸着されると共に、
　前記側壁を上方に延出して設けた延出部に複数の係合孔が穿設され、
　下延部に係合して基礎パネルを所定角度に固定する係合部材が前記係合孔に挿通されて
なることを特徴とする請求項１に記載のパネル付栽培容器。
【請求項３】
　プランター部の前壁外面に螺着され横設された第１アリ溝部材，後壁外面に螺着され横
設された第２アリ溝部材，及び延出部に横架され螺着されて設けられた第３アリ溝部材を
具え、
　前記アリ溝部材から選ばれる少なくとも２個のアリ溝部材と、該アリ溝部材に内嵌され
たジグザグばねとで挟持されたシートによって、開口の少なくとも一部が覆われてなるこ
とを特徴とする請求項２に記載のパネル付栽培容器。
【請求項４】
　基礎パネルの上端部に、１枚の若しくは相互連結された２枚以上の、平らな又は湾曲し
た延長パネルが連結されてなることを特徴とする請求項１乃至請求項３の何れか１項に記
載のパネル付栽培容器。
【請求項５】
　延長パネルの基礎パネルとは逆の端部が、他の請求項１記載のパネル付栽培容器の基礎
パネル上端部と連結されてなることを特徴とする請求項４に記載のパネル付栽培容器。
【請求項６】
　基礎パネルが、又は、もし有れば延長パネルが、左右の縦枠材，両縦枠材を連結する様
に横設された上部横枠材及び下部横枠材，縦枠材における上部横枠材の上方及び下部横枠
材の下方に巻装された、両端を外屈曲し湾曲して係合部を設けたトーションスプリング状
のフック，並びに、前記係合部に四隅が係合された格子状ネットを具えてなることを特徴
とする請求項１乃至請求項５の何れか１項に記載のパネル付栽培容器。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６の何れか１項に記載のパネル付栽培容器を、建物の外壁，ベラン
ダ，バルコニー，又は屋上に設置し、
　プランター部に栽培用土を入れて蔓植物を植栽し、該蔓植物を栽培することを特徴とす
る建物の緑化方法。
【請求項８】
　内部が仕切板で複数に区画されたプランター部を用い、複数種の蔓植物を、夫々前年と
は異なる分画に植栽することを特徴とする請求項７に記載の建物の緑化方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パネル付栽培容器、及び、該パネル付栽培容器を用いた建物の緑化方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　蔓植物は、他の物体を支えにして伸張する性質を有しており、その性質を利用して支柱
，トレリス，パネル，ガーデンアーチ，パーゴラ等に絡ませ又は這わせて栽培されること
が多い。立設されたパネルに蔓植物を這わせて栽培すると、当該パネルは、蔓植物の茎葉
で覆われるものの水平方向には多大なスペースを要さないから、日除けとしての又は建物
の緑化の用に適し、しかも優れた外観を併せ持つ。建物の上階や屋上，石畳の上等の、蔓
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植物を植栽すべき土が無い場所に斯様なパネルを設置する場合には、プランターを併用し
、該プランターに植栽した蔓植物をパネルに導く。その目的に適した、パネルが一体的に
取り付けられた栽培容器や、プランターとの併用に適したパネル等が知られている。
【０００３】
　例えば、植物を植栽するための土壌を収容可能なプランタボックス部分と、植物が登攀
可能又は垂下可能な正面を有する垂直パネル部分とを一体化した壁面緑化用の緑化ユニッ
トであって、
前記プランタボックス部分は、前記垂直パネル部分から後方に突出し、該垂直パネル部分
は、前記プランタボックス部分の植物が前記垂直パネル部分の正面を登攀又は垂下するよ
うに、前記プランタボックス部分の上側に開口部を有し、
植物が登攀可能な下面を有する傾斜パネルが、前記開口部の上縁部分から後方且つ下方に
延びることを特徴とする緑化ユニットが開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　また、台座部材に回動自在な枠材を所定角度に自立させる蔓性植物育成用棚であって、
前記台座部材上に鉢又はプランター等の植物育成用具を載置して用いられる蔓性植物育成
用棚が開示されている（例えば、特許文献２参照）。
【０００５】
　一方、近年、地球温暖化が取り沙汰されており、様々な対策が試みられている。その一
つは、太陽光発電等によるグリーンエネルギーの利用であり、企業及び個人に対して導入
を奨励しているものの、発電装置等を導入するコストが高く普及が進まない状況にある。
また、建物の緑化も、対策の一つとして期待されている。特殊な装置を必要としない建物
の緑化は、グリーンエネルギーよりも低コストでありながら、植物の日除けと蒸散の作用
による建物のクールダウン効果を奏することが明らかとなっており、特に都市部のヒート
アイランド現象対策として注目されている。
【０００６】
　建物の緑化に関する技術として、例えば、屋上に棚とプランターを設備して、該プラン
ターに植栽したつる植物の枝葉を該棚に誘引して屋上を緑化する屋上緑化方法が開示され
ている（例えば、特許文献３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－１５１５１９号公報
【特許文献２】実開平７－７３７７号公報
【特許文献３】特開平９－１４０２５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記特許文献１記載の緑化ユニットは、特定の形状及びサイズのパネル
を特定角度で立設したものであり、建物の外壁に並べて設置することはできるものの、例
えば屋上を覆う様に設置する等の用途には適さず、その設置場所は限られる。これ以外に
も、種々の建物の緑化ユニットが開示されているが、何れも建物の特定の場所にのみ設置
されるものであって、様々な場所に設置する汎用性に欠ける。
【０００９】
　特許文献１に記載の緑化ユニットを斜面上に載置すると、パネルが斜面下方に傾いてし
まい、当該緑化ユニットが倒れたり滑ったりしてしまう虞がある。したがって、当該緑化
ユニットは、斜面上に安定に設置することができない。
【００１０】
　特許文献２に記載の蔓性植物育成用棚は、台座部材に載置される植物育成用具とは別体
として作製されたものであって、斜面上に設置すると当該植物育成用具が台座部材上を滑
り易く、安定性に欠ける。植物育成用具が台座部材上を滑ることによって、植物の蔓を傷
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め又は切断してしまう虞もある。
【００１１】
　また、特許文献３記載の技術は、予定された形状及びサイズの棚及びプランターを、建
物の一部として設備することを主眼としているから、重機等による大掛かりな設置作業が
必要であるし、棚及びプランターの形状並びに設置箇所を容易に変更できない。
【００１２】
　これらの問題点に鑑み、本発明は、外壁，ベランダ，バルコニー，屋上等の建物の様々
な場所や斜面上に、基礎工事を必要とせず簡便且つ安定に設置可能なパネル付栽培容器を
提供することを課題とする。また、該パネル付栽培容器を用いた、建物の緑化方法を提供
することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記課題を解決する第１の発明は、
　上部が開口した略直方体状のプランター部と、蔓植物を這わせる基礎パネルとを具え、
　基礎パネルの両側端付近から下方に延出された下延部が、プランター部の相互対向する
２側壁に角度調節可能に連結されてなるパネル付栽培容器である。
【００１４】
　第２の発明は、
　下延部が、その下端付近を前記側壁に回動自在に軸着されると共に、
　前記側壁を上方に延出して設けた延出部に複数の係合孔が穿設され、
　下延部に係合して基礎パネルを所定角度に固定する係合部材が前記係合孔に挿通されて
なる第１の発明に係るパネル付栽培容器である。
【００１５】
　第３の発明は、
　プランター部の前壁外面に螺着され横設された第１アリ溝部材，後壁外面に螺着され横
設された第２アリ溝部材，及び延出部に横架され螺着されて設けられた第３アリ溝部材を
具え、
　前記アリ溝部材から選ばれる少なくとも２個のアリ溝部材と、該アリ溝部材に内嵌され
たジグザグばねとで挟持されたシートによって、開口の少なくとも一部が覆われてなるこ
とを特徴とする第２の発明に係るパネル付栽培容器である。
【００１６】
　第４の発明は、基礎パネルの上端部に、１枚の若しくは相互連結された２枚以上の、平
らな又は湾曲した延長パネルが連結されてなる第１乃至第３の発明の何れかに係るパネル
付栽培容器である。
【００１７】
　第５の発明は、延長パネルの基礎パネルとは逆の端部が、他の第１の発明に係るパネル
付栽培容器の基礎パネル上端部と連結されてなる第４の発明に係るパネル付栽培容器であ
る。
【００１８】
　第６の発明は、基礎パネルが、又は、もし有れば延長パネルが、左右の縦枠材，両縦枠
材を連結する様に横設された上部横枠材及び下部横枠材，縦枠材における上部横枠材の上
方及び下部横枠材の下方に巻装された、両端を外屈曲し湾曲して係合部を設けたトーショ
ンスプリング状のフック，並びに、前記係合部に四隅が係合された格子状ネットを具えて
なる第１乃至第５の発明の何れかに係るパネル付栽培容器である。
【００１９】
　第７の発明は、
　第１乃至第６の発明の何れかに係るパネル付栽培容器を、建物の外壁，ベランダ，バル
コニー，又は屋上に設置し、
　プランター部に栽培用土を入れて蔓植物を植栽し、該蔓植物を栽培する建物の緑化方法
である。
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【００２０】
　第８の発明は、
　内部が仕切板で複数に区画されたプランター部を用い、複数種の蔓植物を、夫々前年と
は異なる分画に植栽する第７の発明に係る建物の緑化方法である。
【発明の効果】
【００２１】
　第１の発明に係るパネル付栽培容器は、基礎パネルがプランター部に対して角度調節可
能であり、しかもプランター部と基礎パネルが連結されているから、両者が意図せず分離
することなく、斜面上に安定に載置できる。基礎パネルの角度を変えることができるから
、パネル上端を建物の外壁面に近付ける様にして斜めに配置するなど、設置場所に応じた
使用が可能である。
【００２２】
　当該パネル付栽培容器は、所望の位置に載置するのみで簡便に設置でき、基礎工事も不
要である。部材を設置場所に運び込んで、そこで組み立てることも可能である。設置した
後は、最も重いプランター部が最下端に配置されているから、それに連結されたパネルも
安定に支持される。
【００２３】
　第２の発明によれば、基礎パネルがプランター部に対して回動自在であるから、プラン
ター部から分離せずに基礎パネルの角度を変更することができる。蔓植物が充分に伸張し
た後であっても、基礎パネルの角度を変えることができる。
【００２４】
　第３の発明によれば、シートでプランター部の開口を覆えるから、強雨による栽培用土
や栄養分の流失を防止することができ、また、保温によって蔓植物の成長促進を図ること
ができる。第１又は第２アリ溝部材と、第３アリ溝部材との２個のアリ溝部材でシートを
固定すると、開口の一部が開放された状態とすることもでき、蔓植物が充分に生育し基礎
パネルに茎を伸ばした状態でも上記効果を発揮する。
【００２５】
　第４の発明に係るパネル付栽培容器は、延長パネルによってパネルが延長されているか
ら、蔓植物の伸張が制限を受けない。延長パネルの高さ及び数を変えることによって、パ
ネルの全高を調節できるから、より汎用性高く使用できる。
【００２６】
　第５の発明によれば、２個のプランター部を具えた栽培棚が形成される。基礎パネル及
び延長パネルの形状並びに角度によって、ヴォールト形，アーチ形等の任意形状の栽培棚
を形成することができ、パーゴラやガーデンアーチとして使用できる。分離された部材を
運び込んで設置場所で組み立てることができるから、建物のベランダ，バルコニー，屋上
等にも、パネル付栽培容器を特別な工事を必要とせず簡便に設置できる。
【００２７】
　第６の発明によれば、フックによって、ネットを張設したパネルを簡便且つ迅速に作製
できる。
【００２８】
　第７の発明によれば、上記した効果を奏するパネル付栽培容器によって、基礎工事を必
要とせず簡便に建物を緑化することができる。
【００２９】
　第８の発明によれば、１個のパネル付栽培容器で、複数種の植物の花や葉を観賞できる
。特定種の植物を翌年には他の分画に植栽することによって、蔓植物に対する連作障害を
回避できる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】実施例１のパネル付栽培容器を示す斜視図である。
【図２】一部を切り開いて示す実施例１に係るパネル付栽培容器の要部斜視図である。
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【図３】基礎パネルの上端付近及び連結部材を示す要部斜視図である。
【図４】フックを示す図面で、（ａ）は斜視図であり、（ｂ）は上面図である。
【図５】実施例１のパネル付栽培容器を建物の外壁に設置した状態を示す側面図である。
【図６】実施例２のパネル付栽培容器のプランター部を示す斜視図である。
【図７】実施例２のパネル付栽培容器のプランター部を示す要部側面図である。
【図８】実施例３のパネル付栽培容器のプランター部を示す斜視図である。
【図９】実施例４のパネル付栽培容器を示す斜視図である。
【図１０】実施例４のパネル付栽培容器の枢着部付近を示す要部下方視斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、本発明の実施の形態を、実施例を示す図面を参照しつつ詳しく説明するが、本発
明はこれらの実施例及び図面に限定されるものではない。
【実施例１】
【００３２】
　本発明のパネル付栽培容器１は、図１に示される様に、上部が開口した略直方体状のプ
ランター部１０と、蔓植物６０を這わせる基礎パネル２０とを具え、基礎パネル２０の両
側端付近から下方に延出された下延部２１，２１が、プランター部１０の相互対向する２
側壁１０ｃ，１０ｃに角度調節可能に連結されてなる。基礎パネル２０の上端部には、更
に、延長パネル３０が連結されている。
【００３３】
　プランター部１０は略直方体状の容器であって、その内部は、内底面に立設された仕切
板１１，…で複数に区画されている。プランター部１０は、例えば、鉄，炭素鋼，ステン
レス鋼等の金属，ポリプロピレン，ポリ塩化ビニル等の合成樹脂、繊維強化プラスチック
、セラミックス、陶器、コンクリート、木材等で作製されるが、その材質は、剛性を有す
るものであれば特に限定されない。プランター部１０の形状は必ずしも直方体状に限られ
ず、例えば、上部が幅広い台形の断面を有する形状であっても良い。また、仕切板１１，
…は、プランター部１０と一体として作製されていても良いが、例えば、プランター部１
０の前壁１０ａ及び後壁１０ｂの内面に穿設された溝にその両端が嵌入され、着脱自在と
されていても良い。
【００３４】
　プランター部１０の相互対向する２側壁１０ｃ，１０ｃは上方に延出され、延出部１２
，１２が設けられている。延出部１２には、後述する枢軸１４から等距離に、相互に等間
隔な係合孔１３，…が穿設されている。延出部１２上端を略円弧状の曲線部分を含む形状
として図示するが、係合孔１３，…が穿設できれば良く、その形状を特に限定するもので
はない。また、係合孔１３，…の数は、１箇所の延出部１２に対して２箇所以上であれば
、特に限定されない。
【００３５】
　隣接する２箇所の係合孔１３，１３に挿通され、延出部１２内方で六角ナット５３，５
３と螺合されたＵボルト５２によって、下縁部２１が所定角度に固定されている。上記構
成によれば、Ｕボルト５２を挿通する係合孔１３，１３の選択によって、基礎パネル２０
の角度調節が可能である。基礎パネル２０を所定角度に固定する係合部材は、下延部２１
の中間部をプランター部１０の側壁１０ｃに係合するものであれば必ずしもＵボルトに限
られず、例えば、係合孔１３に嵌入されたピンで下延部２１が支承されていても良い。
【００３６】
　基礎パネル２０は、プランター部１０に植栽された蔓植物６０の伸張を助ける支えとし
て機能するパネルである。基礎パネル２０は、左右の縦枠材２２，２２と、縦枠材２２，
２２を連結する様に横設された上部横枠材２３及び下部横枠材２４とを有し、それらによ
って枠２５が形成されている。基礎パネル２０の両側端付近から下方に向けて、下延部２
１，２１が延出されて設けられている。下延部２１，２１が縦枠材２２，２２の一部を成
すものとして図示するが、必ずしもこれに限られず、例えば別体として作製された下延部
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２１，２１が、下部横枠材２４に溶接されて垂設されていても良い。
【００３７】
　下延部２１，２１，縦枠材２２，２２，上部横枠材２３，及び下部横枠材２４は、例え
ば、鉄，炭素鋼，ステンレス鋼，アルミニウム合金等の剛性を有する金属、ポリプロピレ
ン，ポリプロピレン，ポリ塩化ビニル，ポリカーボネート等の剛性を有する合成樹脂、木
材、竹材等で作製され、その材質は特に限定されないが、堅牢な構造とするために剛性を
有する金属で作製されることが好ましく、風雨に曝される屋外での長期使用に耐え得るス
テンレス鋼，アルミニウム合金，防錆処理加工された金属，又は剛性を有する金属材をポ
リエチレン，ポリプロピレン，ポリ塩化ビニル等で被覆したもので作製されることがより
好ましい。
【００３８】
　下延部２１は、上部に位置し枠２５に連結された丸パイプ状の外嵌部２１ａと、下部に
位置し側壁１０ｃに回動自在に軸支された回動部２１ｂとからなる。回動部２１ｂは、図
２に示される様に、外嵌部２１ａと略等しい外径を有する略円柱形状に形成され、その上
端には嵌入部２１ｃが突設されると共に、下端には環状部２１ｄが設けられている。嵌入
部２１ｃは、外嵌部２１ａの内径に略等しい外径を有する略円柱形状に形成されていて、
外嵌部２１ａを着脱自在に外嵌挿入可能である。環状部２１ｄは側壁１０ｃに突設された
枢軸１４に外嵌されていて、それにより、回動部２１ｂは枢軸１４を回動中心として回動
自在とされている。下延部２１を回動自在に軸止する手段は、必ずしも上記構成に限られ
ず、例えば、一体として作製された下延部２１の下端付近が、側壁１０ｃに回動自在に螺
着されていても良い。
【００３９】
　縦枠材２２，２２，上部横枠材２３，及び下部横枠材２４は、丸パイプであるが、丸鋼
その他の棒鋼を用いることもできる。上部横枠材２３及び下部横枠材２４は、その両端が
縦枠材２２，２２に溶接され横設されているが、上部横枠材２３及び下部横枠材２４を縦
枠材２２，２２に連結する手段は必ずしも溶接に限られず、例えば、図示しない金具によ
って連結されていても良い。また、縦枠材２２，２２は、必ずしも真直に形成されること
に限られず、例えば、図１に仮想線で示される様に湾曲していても良い。
【００４０】
　基礎パネル２０は高密度ポリエチレン繊維で作製された格子状ネット５０を有していて
、該格子状ネット５０によって、枠２５内に、蔓植物６０を支持するための格子が形成さ
れている。本実施例においては、図１及び図３に示される様に、縦枠材２２，２２，上部
横枠材２３，及び下部横枠材２４を格子状ネット５０各辺の格子に互い違いに挿通すると
共に、縦枠材２２，２２における上部横枠材２３上方及び下部横枠材２４下方に巻装され
たフック５１，…に格子状ネット５０の四隅を係合しているが、格子状ネット５０の前記
枠への取付方法は必ずしもこれに限定されず、例えば、格子状ネット５０各辺の格子に互
い違いに棒材を互い違いに挿通することのみによって、又は、前記フック５１，…に格子
状ネット５０の四隅を係合することのみによって取り付けられていても良い。
【００４１】
　格子状ネット５０の材質は、必ずしも高密度ポリエチレンに限定されず、例えば、天然
繊維，人工繊維，炭素鋼やステンレス鋼の如き金属で作製された線材等を用いることがで
きるが、強靭且つ軽量で可撓性に富む高密度ポリエチレンが最適である。また、枠２５内
の格子の形成方法は必ずしも格子状ネット５０を用いることに限られず、例えば、相互対
向する棒材に両端が融着若しくは貼着された繊維又は金属製線材を格子状に配置して形成
することもできる。更にまた、蔓植物６０を支持するための形状は必ずしも格子状に限ら
れず、例えば、相互に略平行な条体が一方向にのみ張設されていても良い。
【００４２】
　フック５１は、縦枠材２２の外径と略等しい内径を有するトーションスプリング状の部
材である。フック５１は、例えば、鉄，炭素鋼，ステンレス鋼等の剛性を有する金属で作
製されるが、その材質は特に限定されない。フック５１の両端は、図４に示される様に、
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半径方向に外屈曲され更に湾曲されて、条体を係合可能な係合部５１ａ，５１ａが設けら
れている。両係合部５１ａ，５１ａを抓みフック５１を広げた状態で縦枠材２２を挿通し
、係合部５１ａ，５１ａを抓む力を緩めると、フック５１は前記縦枠材２２に外嵌装着さ
れる。その後、係合部５１ａ，５１ａに格子状ネット５０の四隅を係合すると、格子状ネ
ット５０を弛み無く張設できる。
【００４３】
　延長パネル３０は、基礎パネル２０の上端部に連結されるパネルであって、蔓植物６０
の伸張を助ける支えとして機能する。延長パネル３０は、縦枠材２２，２２と内径及び外
径が等しい丸パイプで作製され湾曲した縦枠材３２，３２を有し、縦枠材３２，３２の下
端部は、縦枠材２２，２２の上端部と連結部材５４，５４で連結されている。丸パイプで
作製された上部横枠材３３及び下部横枠材３４が、その両端を溶接されることによって、
縦枠材３２，３２を連結する様に横設されていて、枠３５が形成されている。また、延長
パネル３０は、基礎パネル２０と同様に、縦枠材３２，…に巻装されたフック５１，…の
係合部５１ａ，…に四隅を係合された格子状ネット５０を有している。
【００４４】
　縦枠材３２，３２，上部横枠材３３，及び下部横枠材３４は、例えば、鉄，炭素鋼，ス
テンレス鋼，アルミニウム合金等の剛性を有する金属、ポリプロピレン，ポリプロピレン
，ポリ塩化ビニル，ポリカーボネート等の剛性を有する合成樹脂、木材、竹材等で作製さ
れ、その材質は特に限定されないが、堅牢な構造とするために剛性を有する金属で作製さ
れることが好ましく、風雨に曝される屋外での長期使用に耐え得るステンレス鋼，アルミ
ニウム合金，防錆処理加工された金属，又は剛性を有する金属材をポリエチレン，ポリプ
ロピレン，ポリ塩化ビニル等で被覆したもので作製されることがより好ましい。
【００４５】
　縦枠材３２，３２は、必ずしも図１に示される様な湾曲形状に限られず、例えば、真直
に形成されていても良い。上部横枠材３３及び下部横枠材３４を縦枠材３２，３２に連結
する手段は必ずしも溶接に限られず、例えば、図示しない金具によって連結されていても
良い。また、縦枠材３２，３２，上部横枠材３３，及び下部横枠材３４は、必ずしも丸パ
イプで作製されることに限られず、丸鋼その他の棒鋼を用いることもできる。
【００４６】
　連結部材５４は、縦枠材２２，３２の内径と略等しい外径を有する短尺の丸パイプであ
って、その軸方向の両端付近には、図３に示される様に止着用孔５４ａ，…が穿設されて
いる。縦枠材２２，３２の止着用孔５４ａ，…に対応する位置は穿孔されていて、当該穿
孔と止着用孔５４ａ，…に、ピン５５，…が嵌入されている。止着用孔５４ａ，…に嵌入
される止着材の種類は必ずしもピンに限られず、例えば、任意形状の螺子であっても良い
。また、基礎パネル２０と延長パネル３０とを連結する手段は、必ずしも連結部材５４に
限定されない。更に、基礎パネル２０に連結される延長パネル３０の数は必ずしも１枚に
限られず、例えば連結部材５４を用いて上記同様に相互連結された２枚以上の延長パネル
３０，…を用いることもできる。
【００４７】
　パネル付栽培容器１は、隣接するプランター部１０，１０に連結板５６を止着すること
によって、複数連設することができる。そのためには、例えば、プランター部１０の前壁
１０ａ及び後壁１０ｂに上下２箇所の連結用孔１５，…を穿設し、該連結用孔１５と連結
板５６に穿設された連結用孔５６ａとを挿通する六角ボルト５６ｂ，…等の止着材で止着
すると良い。パネル付栽培容器１は、１個でもその機能を発揮するから必ずしも複数連設
する必要は無く、その場合には、前記連結用孔１５，…を穿設する必要は無い。
【００４８】
　図５は、パネル付栽培容器１を、斜面上に建築された建物６２の１階外壁に設置した状
態を示している。プランター部１０を建物６２外壁の地面に載置し、湾曲した延長パネル
３０の上端を壁面に当接する様にして、パネル付栽培容器１は設置されている。プランタ
ー部１０内には栽培用土６１が入れられ、次いで、蔓植物６０が植栽される。蔓植物６０
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は、基礎パネル２０及び延長パネル３０を支えとして伸張し、両パネルを覆う。蔓植物６
０が充分に伸張した後は、パネル付栽培容器１は、日除けとして又は建物６２の緑化のた
めに用いることができる。
【００４９】
　パネル付栽培容器１は、プランター部１０，基礎パネル２０，及び延長パネル３０が連
結され、最も重いプランター部１０が下端に位置しているから、斜面上にも安定に設置で
きる。プランター部１０を斜面上に設置したとしても、基礎パネル２０及び延長パネル３
０を、蔓植物６０の伸張に適した略鉛直方向に向けることができる。また、強風時には、
図５中に仮想線で示される様に、Ｕボルト５２を外して基礎パネル２０及び延長パネル３
０を倒し地面に横たえて、蔓植物６０の損傷を防止することができる。
【００５０】
　仕切板１１，…で区画された分画に、互いに異なる種の蔓植物を植栽することもできる
。複数種の蔓植物を同時に栽培することによって、１個のパネル付栽培容器１で、複数種
の植物の花や葉を観賞することが可能となる。この場合、特定種の植物を翌年には他の分
画に植栽することによって、連作障害を回避することができる。
【００５１】
　尚、パネル付栽培容器１を設置する場所は必ずしも建物の外壁に限られず、例えば、建
物のベランダ，バルコニー，又は屋上に設置することも可能である。また、栽培用土６１
の種類は特に限定されず、軽石，腐葉土，培養土等任意の栽培用土を用いることができる
。
【実施例２】
【００５２】
　以下、本発明の別の実施例について説明するが、実施例１と同一部分には同一符号を付
して、詳細な説明は省略する。
【００５３】
　実施例２のパネル付栽培容器２は、図６及び図７に示される様に、実施例１のパネル付
栽培容器１に、プランター部１０の上部開口を開閉自在に被覆するポリ塩化ビニル製のシ
ート５７が設けられてなる。
【００５４】
　プランター部１０の前壁１０ａ及び後壁１０ｂには、何れもプランター部１０と等しい
か又はやや短い幅を有する第１アリ溝部材５８ａ及び第２アリ溝部材５８ｂが、夫々螺着
されて設けられている。また、第３アリ溝部材５８ｃが、延出部１２，１２の上端に横架
され螺着されて設けられている。アリ溝部材５８ａ，５８ｂ，５８ｃには、ジグザグばね
５９，…が、着脱自在に内嵌されている。
【００５５】
　シート５７は、プランター部１０の幅と等しいか又はやや広い幅と、少なくとも第１ア
リ溝部材５８ａから第２アリ溝部材５８ｂに至る長さを有する略矩形状に形成されていて
、アリ溝部材５８ａ，５８ｂ，５８ｃ及びジグザグばね５９，…で挟持されている。シー
ト５７は、合成樹脂で作製されるが、その材質は特に限定されず、例えば、ポリ塩化ビニ
ル，ポリエチレン，ポリプロピレン，ポリアミド，フッ素樹脂等を用いることができる。
陽光を充分に採り入れるため、シート５７は、透光性であることが好ましく、無色透明で
あることが更に好ましい。
【００５６】
　シート５７でプランター部１０の開口を覆うことにより、強雨による栽培用土や栄養分
の流失を防止し、及び保温によって蔓植物６０の成長促進を図ることができる。特に、蔓
植物６０の生育が充分でない時期に、成長促進効果は大きい。施肥又は施水の際には、シ
ート５７の少なくとも一部を開放する。また、蔓植物６０が、基礎パネル２０に蔓を巻く
程度に伸張した後は、例えば、第２アリ溝部材５８ｂによるシート５７の固定を解き、プ
ランター部１０の開口を常時約７０％程度覆うと良い。
【実施例３】
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【００５７】
　以下、本発明の別の実施例について説明するが、実施例１及び実施例２と同一部分には
同一符号を付して、詳細な説明は省略する。
【００５８】
　実施例３のパネル付栽培容器３は、図８に示される様に、上部が開口した略直方体状の
プランター部１０’と、蔓植物を這わせる基礎パネル２０’とを具え、基礎パネル２０’
の両側端付近から下方に延出された下延部２１’，２１’が、プランター部１０’の相互
対向する２側壁１０ｃ，１０ｃに角度調節可能に連結されてなる。
【００５９】
　プランター部１０’の側壁１０ｃ，１０ｃの上端には、外方に向けてフランジ１６，１
６が突設されていて、フランジ１６には、複数の支持孔１７，…が穿設されている。フラ
ンジ１６の高さ位置は、六角ボルト２１ｅより高ければ良く、必ずしも側壁１０ｃの上端
に限定されないが、六角ボルト２１ｅから支持孔１７までの距離を長くして安定に下延部
２１’を支持するために、側壁１０ｃを上方に延出して設けた延出部１２に設けられてい
ることが好ましい。支持孔１７，…の数は１枚の側壁１０ｃに対して２箇所以上であれば
良く、その数を特に限定するものではない。
【００６０】
　下延部２１’は、パネル２０’の縦枠材の一部として形成され、上端から下端に至る全
ての高さ位置において同一の、支持孔１７の内径よりも若干小さな外径を有している。下
延部２１’の下端付近は穿孔されていて、当該穿孔に挿通された六角ボルト２１ｅによっ
て、下延部２１’は側壁１０ｃに螺着されている。尚、基礎パネル２０’の、以上特記し
た以外の部分は実施例１に係る基礎パネル２０と同一である。
【００６１】
　上記構成を有する本実施例のパネル付栽培容器３によれば、六角ボルト２１ｅ，２１ｅ
を取り外し下延部２１’，２１’を支持孔１７，１７から引抜くことによって、基礎パネ
ル２０’をプランター部１０から分離できる。更に、別の支持孔１７，１７に下延部２１
’，２１’を挿入し、その下端を六角ボルト２１ｅ，２１ｅで側壁１０ｃ，１０ｃに螺着
すると、基礎パネル２０’の角度を変更し調節することができる。
【実施例４】
【００６２】
　以下、本発明の別の実施例について説明するが、実施例１乃至実施例３と同一部分には
同一符号を付して、詳細な説明は省略する。
【００６３】
　図９の左側に示す本実施例のパネル付栽培容器４は、２枚連結された延長パネル３０”
，３０”を有している。該延長パネル３０”，３０”の一端は基礎パネル２０”に連結さ
れ、他端は、右側に図示されるパネル付栽培容器５の基礎パネル２０”上端部と連結され
ている。
【００６４】
　本実施例に係る基礎パネル２０”は、図１０に示される様に、縦枠材２２”の上端にボ
ス２２ａが形成されている。ボス２２ａは、縦枠材２２”の外径の略半分の厚みを有する
円盤状の部分であって、その軸心には軸孔が穿設されている。基礎パネル２０”の、その
余の部分は、実施例１に係る基礎パネル２０と同一である。延長パネル３０”の縦枠材３
２”の一端には、ボス２２ａと略同一形状のボス３２ａが形成されていて、軸孔が穿設さ
れている。ボス２２ａ及びボス３２ａは、前者を外側に配置して重ねられ、それらに穿設
された軸孔には、六角ボルト３２ｂが挿通されナットと螺合されている。これによって、
縦枠材３２”は、縦枠材２２”と回動自在に枢着されている。
【００６５】
　当該枢着部には、図１０に示される角度調節手段が設けられている。縦枠材３２”の当
該枢着部近傍には突起３２ｃが垂設され、該突起３２ｃに係止棒材３２ｄが回動自在に軸
着されている。係止棒材３２ｄは、略平板状の部材であって、その長手方向の他端には係
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止部３２ｅが突設されている。縦枠材２２”には、その半径方向に突出する係止部材２２
ｂが突設され、該係止部材２２ｂには複数の係止溝２２ｃ，…が設けられている。この場
合、１個の係止溝２２ｃを選んで係止部３２ｅを係止することによって、縦枠材３２”と
縦枠材２２”の成す角度を調節可能である。当該角度調節手段は必須ではないが、延長パ
ネル３０”，…及びそれに支持された蔓植物６０の茎葉を安定に支持するために、当該角
度調節手段を設けることが好ましい。
【００６６】
　パネル付栽培容器４に設けられた延長パネル３０”，３０”は、連結部材５４を用いて
、相互連結されている。当該連結された延長パネル３０”，３０”のパネル付栽培容器４
とは逆の端部は、上記と同様にして、パネル付栽培容器５の基礎パネル２０”と連結され
ている。更に、左右各３個のパネル付栽培容器４，…及びパネル付栽培容器５，…が、連
結板５６，…を用いて相互連結されている。これによって、下端にプランター部１０，…
を有、左右略対称な、略ヴォールト形状の栽培棚が形成されている。
【００６７】
　パネル付栽培容器４，…及びパネル付栽培容器５，…は、分解し、枢着部を中心にして
基礎パネル２０”と延長パネル３０”とを折畳んだ状態では、嵩張らず運搬容易である。
運搬通路の耐荷重や広さを懸念せずに設置場所に運び込み、該設置場所で組み立てること
ができるから、例えば、建物の屋上に設置することが容易である。建物の屋上に設置する
場合には、充分な強度を有する梁６４の上方に、プランター部１０，…を載置する様にし
て、パネル付栽培容器４，…及びパネル付栽培容器５，…を設置することが好ましい。基
礎パネル２０”と延長パネル３０”とが回動自在であるから、梁６４，…の間隔に合せて
両パネルの成す角度を調節し、パネル付栽培容器４，…及びパネル付栽培容器５，…を設
置することができる。栽培棚の形状は必ずしもヴォールト形状に限られず、基礎パネル２
０”，…の形状、並びに延長パネル３０”の形状及び数を変更することによって、他の形
状とすることもできる。また、略平らな矩形状の延長パネルを一体として作製し、該延長
パネルの四隅に上端が封止され下端が開口した筒状嵌合部を設け、基礎パネルの縦枠材上
端部に外嵌挿入することによっても（図示せず）、下端にプランター部を有する栽培棚を
形成することができる。
【符号の説明】
【００６８】
　１，２，３，４，５　パネル付栽培容器
　１０，１０’　プランター部
　１０ａ　前壁
　１０ｂ　後壁
　１０ｃ　側壁
　１１　仕切板
　１２　延出部
　１３　係合孔
　１４　枢軸
　１５，５６ａ　連結用孔
　１６　フランジ
　１７　支持孔
　２０，２０’，２０”　基礎パネル
　２１，２１’　下延部
　２１ａ　外嵌部
　２１ｂ　回動部
　２１ｃ　嵌入部
　２１ｄ　環状部
　２１ｅ，３２ｂ，５６ｂ　六角ボルト
　２２，２２”，３２，３２”　縦枠材
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　２２ａ，３２ａ　ボス
　２２ｂ　係止部材
　２２ｃ　係止溝
　２３，３３　上部横枠材
　２４，３４　下部横枠材
　２５，３５　枠
　３０，３０”　延長パネル
　３２ｃ　突起
　３２ｄ　係止棒材
　３２ｅ　係止部
　５０　格子状ネット
　５１　フック
　５１ａ　係合部
　５２　Ｕボルト
　５３　六角ナット
　５４　連結部材
　５４ａ　止着用孔
　５５　ピン
　５６　連結板
　５７　シート
　５８ａ　第１アリ溝部材
　５８ｂ　第２アリ溝部材
　５８ｃ　第３アリ溝部材
　５９　ジグザグばね
　６０　蔓植物
　６１　栽培用土
　６２　建物
　６３　窓
　６４　梁
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